
● 【agria9500】の仕様等
（表１）

● 林業関係者との意見交換と地域での普及啓発
林業関係者との現地検討会を開催し、意見交換での内容やアンケートの

結果（表３）から、今後の活用方法や課題について考察しました。
また、当署での限定使用とせず、普及啓発として要望のあった森林管理

署や民有林関係者への貸出を行い、それぞれ説明会や下刈作業地での検証
が実施され、参加者の感想や試行結果について報告してもらいました。

● 功程調査の結果と考察
全刈での試験地（0.01ha）と直進刈だけの試験地（100ｍ）を各２箇所設定（平均算出）し、通常の

人力刈払との功程を比較したところ、全刈箇所では約1.27倍、直進刈箇所では3.6倍と実用性が確認で
きる結果（表２）となりました。なお、今年度は操作訓練を兼ねた簡易な調査でしたが、実際の現場使
用により課題等が認識でき、来年度から実施する功程調査を計画するうえでの参考となりました。

◎単体での使用や人力との併用等、下刈作業における各種功程調査
◎林道や歩道の除草等、下刈以外の作業における活用と実用性の検証
◎地域への貸出や説明会の実施など、先進機械への興味・関心を醸成

今後とも関係者と連携してＩＣＴ機器も含めたスマート林業の普及
による省力・軽労化への取組を進めていきます。

現在、更新作業は大型機械を活用して笹の根茎を除去するなど、地拵と植付
作業では省力化や軽労化が進められていますが、下刈においては人力での刈払
が主体であり、労働負荷も高いことから作業の軽労化が課題となっています。
そのため、根釧西部森林管理署では先進機械を活用して軽労化を図ることを

目的にリモコン式草刈機【agria 9500】が配置されたことから、地域において林業関係者との
現地検討会や功程調査の実施など、今後の普及や活用に向けた取組結果について報告します。
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背景と目的

今後の取組

※ 現地検討会や貸出試行における主な意見及び感想等
○刈払性能が高く、地拵や簡単な作業路除草など幅広い活用が可能。
○当初は操作に手間取ったが慣れれば問題は無く、操作性は概ね良好。
○傾斜には対応するが軟弱地や沢を超えるような箇所では不向き。
○障害物の感知や衝突した際に自動停止するような機能があれば良い。
○年間の使用頻度と価格面が課題であり、導入には補助金等が必要。
○伐採や地拵段階から機械での下刈を想定した仕様と植栽方法を検討。
○遠隔操作で安全性があり、単体の使用だけでなく人力との併用でも作業効率が上がり軽労化に繋がる。

リモコン式草刈機による刈払作業の
軽労化に向けた取組について

※ 功程調査や試行操作で発出した課題と対策等
○全刈試験では往復が多かったため旋回操作や刈残しの処理に時間を
要したが、操作者が熟練することで時間短縮可能。

○植生の繁茂により障害物への衝突の危険がある箇所
では作業前の確認や誘導者の配置等が必要。

○小面積の分散など作業地の移動が多い場合は、自走
や積み降ろしに掛かる時間を考慮して活用を検討。
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